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　スイッチ　LED　電気抵抗（220Ω）　ブレッドボード（4.5 × 3.5 × 0.8cm）













の端子が突き当たるまで差し込む必要がある。LED は、図 5 に示すように足の長い方がプラス、







図 5　LED の例 図 6　ブレッドボード用のスイッチ
　スイッチ（図 6）は、3 本の端子の内、中央は共通（コモン）で必ず接続する。もう 1 本を
右の端子につないだ時、上のレバーを右側にスライドすると ON となり、同様に、左の端子に
つなぎ、レバーを左側にスライドして ON にすることもできる。ボタン電池（図 7）の表側は
プラス（＋）、裏側はマイナス（－）になる。ボタン電池ボックス（左）にボタン電池の表を上
にして差し込む。ボタン電池ボックスの下側の端子 2 本の＋－の位置には注意が必要である。
図 7　電池ボックス（左）と電池（右） 図 8　各部品の配線の例
1） 準備した部品を用いて、図 8 の回路を組立てる。
2） 組立てる前に、ホワイトボードを使って配線を考える（図 9、図 10）。拡大したブレッド
ボードの図に、電源（ボタン電池）、スイッチ、電気抵抗、LED、導通テスト用端子の各
部品を示すマグネットを配置して、さらにホワイトボード用ペンで配線を書き込む。部












































































　「ひらめき☆ときめきサイエンス」（ JSPS 主催、2018 年 7 月、実施場所：四天王寺大学）の
参加者を対象に、「金属の性質を調べよう」をテーマに設定して実験教室を行った。参加の中学






図 16　作製手順と注意事項の説明 図 17　 ホワイトボードにより配線を
考えている様子


















































きる」かどうかの 2 つの設問を設定した。いずれも 5 段階評価（1．大変そう思う、2．そう思う、


























　本研究は JSPS 科研費（基盤研究 C 代表者 佐藤美子 課題番号 15K0099）の助成を受け実施した。また、
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